
個数材質／規格構成品／付属品(構成部品名)

材質／規格別売品

1台本体 アクリロニトリルブタジエンスチレン共重合体

1個専用ACアダプター 出力：直流12V/2A

1個├ 吸引瓶 ポリカーボネート

1個└ 安全瓶 ポリカーボネート

1本吸引ホース ポリ塩化ビニル

1個カテーテルコネクター エチレン酢酸ビニル共重合体

1個カテーテルホルダー ポリメチルペンテン

シガーライターコード

専用充電池

専用充電器

一般電気部品

一般電気部品(ニッケル・水素蓄電池)

一般電気部品

** 2017年04月 (第7版)
 * 2016年11月 (第6版 新記載要領に基づく改訂)

承認番号 21900BZX01316000

機械器具 32 医療用吸引器
管理医療機器 電動式可搬型吸引器 36616030

ポータブル吸引器 パワースマイル

吸引ホース口(白)
(インレット)

L型ホース口(黄) 真空計(吸引圧表示器)

調節弁ツマミ
(吸引圧調節器)

上蓋

吸引-安全瓶間ホースAssy
(中間チュービング)

安全瓶-本体間ホースAssy
(中間チュービング)

吸引瓶(吸引容器)

安全瓶
キャップ

安全瓶

PUSHボタン

排気口

サイレンサー蓋

ヒューズホルダー

充電池蓋

DCジャック

ヒューズ
(2A、φ6×30mm)

電源スイッチ

【禁忌・禁止】
<使用方法>
 1 採血用には絶対に使用しないこと。
　 [本製品は採血用ではありません。]
 2 吸引瓶内に陰圧が残っている状態で電源スイッチを入れ
　 吸引ポンプを作動させないこと。
　 真空計の針が『0』を指していることを確認すること。
　 [ヒューズが切れるおそれがあります。]
 3 フロートは、取扱説明書をよく読み正しく取付けること。
　 [吸引が行えない又はオーバーフローする原因になります。]

【形状・構造及び原理等】
<主要部の形状と名称>
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取扱説明書を必ずご参照ください

外観図

本体背面

<動作原理>
　 本器の吸引回路は下図のように構成されています。

　 ① 吸引ポンプを運転すると吸引瓶の中が真空圧になり、
　 　 吸引瓶の吸引ホース口部に接続した吸引ホース、カテ
　 　 ーテル等から、必要な吸引を行うことができます。
　 ② もし、吸引瓶内の吸引物の量が一定量を超えてしまっ
　 　 た場合は、フロートが吸引回路を遮断します。
　 　 万一、吸引物が吸引瓶のフロートを超えてしまった場
　 　 合は安全瓶に一時貯留され、吸引物が吸引ポンプ内に
　 　 直接吸い込まれるのを防止します。
　 ③ 吸引圧調節器には、吸引回路以外からの空気を吸引す
　 　 ることができる空気流入口があり、この空気量を調節
　 　 してカテーテルからの吸引量を加減することができます。

<構成>

<仕様>
　外形寸法：幅約193mm×奥行き約181mm×高さ約237.5mm　　
　　　　　　(突起物除く)
　本体質量：約2.3kg(本体のみ)

<電気的定格>

専用ACアダプター 入力：交流100V - 240V(50Hz - 60Hz)、出力：直流12V/2A

消費電流 1.3A±10%

専用充電池 直流12V / 1,500mAh

電撃に対する保護の形式 クラスⅡ機器及び内部電源機器

電撃に対する保護の程度 B形装着部

電磁両立性規格(EMC) 本製品はEMC規格『JIS T0601-1-2：2012』に適合しています。

電
源

**

メーカー：ADAPTER TECH.
型　　式：CDM024T-W120U

専用ACアダプター

**

フロート

空気流入口
吸引液

吸引空気
吸引圧調節器 吸引圧表示器

吸引口

吸引瓶
安全瓶UNIT

【警告】
 1 器械の操作については、医師又は医療従事者の指導に従
　 うこと。
　 [症状が悪化するおそれがあります。]
 2 ご購入後、初めてお使いになるときや、長期間ご使用に
　 ならなかったときは、使用前に清拭・滅菌又は消毒を行
　 うこと。
　 [本製品は未滅菌で出荷されます。]
 3 吸引物をオーバーフローさせないこと。
　 吸引中は吸引量を常に監視すること。
　 [吸引ポンプや配管回路が吸引物で汚染され、故障や院
　  内感染のおそれがあります。]
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【使用上の注意】
<重要な基本的注意>
 1.吸引中は感染防止のために、ディスポーザブル手袋など
 　の装着を推奨します。
 2.長時間の連続運転はしないこと。
　 [長時間の連続運転を行うと吸引ポンプの寿命を早める原
　  因になります。連続運転は30分間を限度とし、運転後は
　  30分程度の休止時間を設けることを推奨します。]
 3.本製品の付属品及び本製品の別売品以外は使用しないこと。
　 [正常に動作せず、症状が悪化するおそれがあります。]
 4.本体を布団や毛布、タオルなどでくるんだ状態で使用し
 　ないこと。
　 [発熱や感電、故障の原因になります。]
 5.本体や専用ACアダプターは、防水構造ではありません。
　 水やお湯などで丸洗いしたり、水に浸したりしないこと。
　 [感電やショートによる火災のおそれがあります。]
 6.不安定な場所や、子供の手が届くところには置かないこと。
　 [小さな部品を飲み込む原因になります。万一、飲み込ん
　  だ場合は、直ちに医師にご相談ください。]
 7.本体及び付属品は、清潔な場所で保管すること。
　 [雑菌が繁殖し、感染の原因になります。]
 8.専用充電池(別売品)での使用後は、必ず電源スイッチを
　 切ること。また、専用充電池と機器(専用充電器含む)を
　 接続した状態で、長期間保管しないこと。
　 [過放電されると漏液したり、性能・寿命が極端に低下す
　  る原因になります。]
 9.車内で本器を使う場合は、停車又は駐車した状態で安定
　 した場所に設置して使用すること。
　 [落下転倒し、機器の故障やけがのおそれがあります。]

【保管方法及び有効期間等】
<保管方法>
 　次のような環境に保管してください。
　 温度：-10℃ から +60℃
 　湿度：10％RH から 75％RH (ただし結露なきこと)

<耐用期間>
 　常温、常湿で1日数回、計30分間吸引するという条件で以
 　下のとおりです。
 　適切な保守・点検を行い、正規の保存状態を保った場合
 　に限ります。
 　　本体　7年(自己認証データによる)

【保守・点検に係る事項】
<使用者による保守点検事項>
 1.吸引ホースなどの消耗品は、機器の作動に支障をきたす
   前に交換すること。
 2.使用前に必ず本体が正常かつ安全に動作することを確認
　 すること。
 3.日常点検及び保守点検(ユーザー点検)を必ず行うこと。
 4.1年に1度は、専門業者による年次点検、整備を必ず行う
　 こと。
   [性能や安全性を維持できなくなります。]

<洗浄・消毒について>
 　注意：詳しい洗浄・消毒方法については
　　　　 取扱説明書『お手入れ』の項をご参照ください。
 1.洗浄・消毒した部品は、十分に水洗いを行い、速やかに
　 乾燥させたうえ、必ず清潔な場所に保管すること。
　 [乾燥が十分に行われていないと雑菌が繁殖し、感染の原
　  因になります。]

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
　製造販売元：株式会社 興伸工業
　電話番号　：048-781-8800

【使用目的又は効果】
　本器は処置のために、啖汁及び膿汁等の分泌物などを吸引
　する目的で使用する。なお、本器は採血には絶対に使用し
　てはならない。
　本体及び吸引瓶はプラスチック材で成型加工され軽量化を
　図っているため、運搬には軽便で幅広く使用できる。
　オーバーフロー防止装置として吸引瓶にはフロート弁があ
　り、また吸引瓶と吸引ポンプとの間には安全瓶を設け、吸
　引物が吸引ポンプ内に直接吸い込まれるのを防止している。

【使用方法等】
<使用環境>
　使用環境温湿度　：+5℃から+35℃ 30％RHから75％RH
　　　　　　　　　 (ただし結露なきこと)

<使用方法>
 1.吸引の準備
 (1) 交流100Vから電源を供給する場合
 　① 本器を水平で安定した場所に置きます。
 　② 電源スイッチが『OFF』になっていることを確認し、
 　　 専用ACアダプターを接続します。
 　③ 吸引ホース口(白)に吸引ホース先端の吸引ホースアダ
 　　 プターを接続します。
 　④ 吸引ホースの反対側にカテーテルコネクター及びカテ
 　　 ーテルを接続します。
 　⑤ 電源スイッチを『ON』にし、ポンプを作動させます。
 　⑥ カテーテルを折り曲げ、吸引圧を上げます。
 　⑦ 真空計の目盛りを見ながら、調節弁ツマミを回し、必
 　　 要な圧力(医師の処方した圧力)に調節します。
 　⑧ 吸引圧の調節が完了しましたら、電源スイッチを『OFF』
 　　 にし、静かに吸引圧を開放します。
 (2) シガーライターコードを使用して電源を供給する場合
 　① 本器を水平で安定した場所に置きます。
 　② 電源スイッチが『OFF』になっていることを確認します。
 　③ 車のエンジンをかけ、アイドリング状態にします。
 　④ シガーライターコードのDCプラグを本体のDCジャック
 　　 に接続します。
 　⑤ シガーライターコードのプラグを車のシガーライター
 　　 ソケットに差し込みます。
 　⑥ 以降の操作は専用ACアダプターを使用した場合と同様です。
 (3) 専用充電池から電源を供給する場合
 　① 予め専用充電器(KC-1500、KC-1500m)を用いて専用充
 　　 電池を充電しておきます。
 　　 充電方法など専用充電器の取扱いについては専用充電
 　　 器付属の取扱説明書をご参照ください。
 　② 本器を水平で安定した場所に置きます。
 　③ 電源スイッチが『OFF』になっていることを確認し、
 　　 専用充電池を装着します。
 　④ 以降の操作は専用ACアダプターを使用した場合と同様です。
 2.使用中
 　① 電源スイッチを『ON』にし、ポンプを作動させます。
 　② カテーテルの先端を清潔な常水又は精製水などにつけ、
 　　 通水します。
 　③ カテーテルの先端を口腔、咽頭、鼻腔など患者の患部
 　　 に挿入し、吸引を開始します。
 　④ 吸引終了後は、カテーテルの先端を清潔な常水又は精
 　　 製水などにつけ、通水してください。
 　⑤ 電源スイッチを『OFF』にし、ポンプを停止します。
 3.使用後
 　① 電源スイッチが『OFF』になっていることを確認し、
 　　 専用ACアダプターを取り外します。
 　② 吸引ホースをホース口(白)から取り外します。
 　③ PUSHボタンを押し、上蓋を持ち上げ、吸引瓶を取り外
 　　 します。
 　④ 中蓋を取り外し、吸引物を捨てます。
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